
富良野地域リハビリテーション広域支援センター 
 
目標：たとえ障害があっても、いきいき楽しく暮らせる街をみんなでつくること 
 
 
活動 
 総会（年 1回開催） 
 運営委員会（年 6回開催） 
 講師派遣 
 研修会 

 
 

活動の達成度（逢

 
1. 仲間で共通目標を
2. 街の資源をさぐる
3. 資源を分析 
4. 問題点、必要なこ
5. 戦略を練る 優先
6. 他領域に“部会”
ニーズを出し合い

7. 領域同士、部会同
8. 資源を開発（技術

 
 

、

活動の問題点、困っている点 
 市町村との連携 
 医師や他職種を巻き込んだ活動が

 事務局病院の負担が大きい（院内

 
 
※平成 20年度で補助金終了となるが今
中心に継続していく 
担当者間の共通認識はとれつつあるが

次年度からの活動に関しては更なる検
坂先生の段階を利用） 

つくる 
 

とをさぐる 
順位を決定 
を作り、 
、問題解決 
士の融合 
、育成） 

討が必要である。 

少ない 
での協力体制が不十分） 

後は部会活動、多職種での事例検討会などを


